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                               資料１ 

   令和５年度施設運営及び事業実施状況等 

                                

事業計画 

◎中央公民館 
１．運営維持管理事業 
（１）貸館等事業 
  施設の適切な保守管理に努めるとともに、生涯学習活動支援の一環として、サークル・団体等
への貸出利用を促進する。 

（２）運営審議会の開催 
  年２回の開催を予定：1回目 8月予定 2 回目 3月予定 
（３）主な施設整備 
  ・空調設備冷却水ポンプ修繕工事（工事費 2,000 千円） 
  ・身体障害者等用駐車場修繕工事（工事費   892 千円） 
 
２．市民学習推進事業 
（１）市民講座 

目 的：市民のニーズや生活・地域・社会的課題等を各種テーマにした講座を通じて自ら学び、
出会い、また、仲間づくりの機会を提供して、生きがいのある日常生活に寄与する。 

時期・内容：春季講座（6月～7月） 
            「現地学習鶴岡の魅力発見～いにしえの港町加茂を訪ねる～」 
      「つるおか歴史散歩～ヒトやモノが行き交う内川～」 
      「鶴岡の誇り・松本十郎と北海道開拓～アッシ判官の足跡をたどる～」 
      「『書』を楽しもう」 
      「シニアのためのスマホ講座～ＬＩＮＥを始めてみませんか！～」 
      「特別講座 わたしと家族の『そうぞく』講座」 
      「サークル共催講座 気軽に楽しくはじめる日本舞踊」 

        「サークル共催講座 キラリ！純銀で作るオリジナルアクセサリー」 
        「サークル共催講座 オカリナを楽しもう」 

      秋季講座（9月～12 月） 
      「スマホ写真講座～鶴岡の魅力をスマホ写真で残してみませんか！～」 

「特別講座 初心者向け『資産形成』講座」 
「鶴岡市のごみ処理の現状『ごみ減量』～サスティナブルな取り組み～」 
「シニアのためのスマホ講座～生活に便利なアプリを使ってみよう！～」 

       その他、計画中 
      短期講座（7月～3月） 
      「パソコン講座(初めて編)～文字入力と絵を描いてみよう！～」 
       その他、計画中 

 
（２）勤労青年国内研修事業 

目 的：兄弟都市鹿児島市との青年研修交流（派遣・受け入れ）を通して、鶴岡市と鹿児島市
との関わりを学ぶとともに、郷土の理解を深め、地域を愛し、地域づくりに貢献する
青年リーダーを養成する。 

  時 期：10 月 20 日から 22 日に鹿児島市へ研修生を派遣する予定であるため、感染防止対策を
講じつつ、実施可能な研修体制に向けて準備する。 

 
（３）中央公民館文化祭 

目 的：サークル活動の成果発表の場を提供するとともに、サークル会員相互の交流の促進を
図る。 

時 期：ステージ発表＝9月 24 日（日） 
    作 品 展 示＝9月 22日（金）～9月 24 日（日） 
           女性センター：9月 23日（土）～9月 24 日（日） 

 
（４）早春文化展 

目 的：市民が日頃趣味や教養として学んできた成果である作品を展示し、また作品鑑賞を通じ

て市民が交流する場を提供する。 
時 期：令和 6年 2月下旬予定 
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（５）サークル育成 

目 的：・中央公民館サークル連絡会及び加入サークル等の育成 
   ・市民講座でサークル共催講座を実施し、サークルの周知と会員の加入促進を図る 

      ・サークル連絡会事業への協力及び公民館事業への協力による相互連携 
年間事業：文化祭、サークル交流会（7 月 26 日、12 月中旬予定）、サークル共催講座、早春文化

展出品協力等 
 
（６）市民ギャラリー 

目 的：日頃、表現活動や発表機会の少ない団体や個人の活動を紹介するとともに、中央公民館
談話室を市民の生涯学習活動の発表の場として気軽に利用していただくことにより、広
く市民の芸術文化の振興・向上と日常生活に活力と潤いを与える。 

対 象：一般市民が趣味等の学習活動で作成した作品 
期 間：通年 1 階談話室にて移動展示パネルを無料開放 

 
（７）少年少女古典素読教室 

目 的：江戸時代の末期に、庄内藩校「致道館」で行われていた中国古典（論語）の読み方を学
習しながら、大きな声を出して読み（素読）、古典に対する理解と関心を高め、鶴岡独
自の学風を継承する。また、郷土の史跡や文化財めぐりを通じて仲間づくりをすすめる
とともに、豊かな風土と先人の生き方に触れることにより、将来の人材を育成する。 

共 催：公益財団法人致道博物館・致道館文化振興会議 
対 象：鶴岡市内の小学校 1年生～中学校 3年生 
期 日：5月 27 日（土）～8月 5日（土） 

6 月 25 日（日）史跡文化財めぐり、7月 31日(月)～8 月 5 日(土)連続 6日間早朝素読 
 
（８）こども文化クラブ 
  目 的：子どもの多様な学習機会を提供する。 
  時期・内容：6月 17 日（土）～7月 15日（土） 
                「みんなで！いっしょに！気軽に和楽器！文化箏」 
        「楽しい！かわいい！和紙で作る ちぎり絵アート」 

共 催：鶴岡市芸術文化協会 
対 象：鶴岡市内の小学校 1年生～6年生 

 
（９）地域生涯学習講座 

目 的：旧鶴岡地域の 15郊外地区の自治振興会が、地区コミュニティセンターを会場に実施す
る生涯学習の講座に対して支援する。 

対 象：9地区（中公担当：9地区、社教担当：6地区） 
 
◎視聴覚部門 
１．視聴覚学習推進事業 
（１）「おとなのための名画館」・「こども映画会」の開催 

目 的：16 ㎜フィルム教材映画を活用し、教育的意義をもった良質な教材映画の視聴機会を
提供する。 

時 期：年 3回程度 
 
（２）視聴覚ライブラリーの運営 
   目 的：旧庄内視聴覚ライブラリーから引き継いだ視聴覚教材（16 ㎜ﾌｨﾙﾑ、VHS、DVD）を幼

稚園・保育園、児童館、社会教育団体及び関係各課に貸し出すとともに、庄内５市
町相互貸出しの連携を強め、広域ライブラリーの拠点として、視聴覚教材の再資源
化を通し社会教育振興に資する。 

   時 期：通年 
 
２．専門部会活動 

社会教育部会 
目 的：有識者を部会員として委嘱。教育的意義、テーマ性を持った「おとなのための名画館」・

「こども映画会」を実施するとともに、社会教育における視聴覚教育の振興を図る。 
 
３．天文学習及びプラネタリウム活用事業 
目 的：庄内唯一のプラネタリウム施設である特色を活かし、天文に関する理解を深めるととも

に興味を高め、理科教育・情操教育・レクリエーションに役立てる。 
    今年度は「プラネタリウム 100 周年」の年にあたり、チラシやホームページ等で周知す

る。 
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（１）一般公開 
  対 象：一般 
 時 期：春（4月～5月）、七夕（6月～7月）、スペシャル（7月）、夏（8月）、 

秋（10 月～11月）、クリスマス（12 月）、冬（1月）、ひな祭り（3月） 
 
（２）団体投映 

対 象：庄内地区の幼稚園・保育園等の団体 
時 期：七夕（6月～７月の平日）、クリスマス（12 月の平日） 

 
（３）天文移動教室 

対 象：庄内地区の小学 4年生・6年生 
時 期：8月 28 日（月）～10月 6日（金） 

 
（４）団体観覧 
  対 象：おおむね 10人以上で構成される各種団体 
  時 期：随時 
 
◎女性センター        
１．女性講座運営事業 
（１）春季・秋季・短期講座 

目   的：日常生活に必要な知識や技術の習得と福祉の向上を図る。 
時期・内容：春季講座（6月～8月） 

「フレームに飾る季節のお花刺しゅう」、「お部屋も心もスッキリ！笑顔で暮らす
ための片づけ講座」、「新たな自分を発見！似合うカラーでメイクレッスン」、 
「夏に向けて楽しく踊ろう ハワイアンフラ講座」、「ハンドベルを楽しもう（サ
ークル共催講座）」 
秋季講座（9月～11月） 
「心と体の調和を図るセルフケア」、「世界に一つだけの壁飾り～アルコールイン
クアート～」、「リズムに合わせて楽しく鍛えよう体幹＆ヨガ」、「シニアのための
知っ得便利健康講座」 
かがやき女性塾（10 月～11 月） 
「自分も大事！みんなも大事！～個性を認め合い、多様性社会を実現しよう～] 
短期講座（ 5月～2月） 
「鶴岡ふうどガイドに学ぶ料理教室 」 
（月山筍 5月、庄内小麦 6月、新米 10月、くるみ 11 月、以降計画中） 

 
２．職業支援事業 

目   的：就職や社会参加をしていくための、より専門的な資格取得の準備講座や就職に有利
な技術を習得する講座を開設し、充実した職業生活の推進に努める。 

（１）資格取得準備・就業支援講座 
時期・内容：「女性のための就業パソコン講座」（6月、2月）全 9回 
      「調理師試験合格をめざして」（6月～10 月）全 15 回  

 
３．家庭支援事業 
（１）親子ふれあい教室（1回） 

目   的：親子での体験を通して、親子のふれあいを深めるとともに、参加者相互の交流を
図り、明るい家庭づくりを支援する。 

  時期・内容：「紙すき体験 和紙で自分だけのハガキをつくろう」（8月） 
 

（２）男性料理教室（3回） 
目   的：男性の家庭生活への参画を促進し、料理を通して食を考える機会とし、男女共生

の力を育成する。 
時期・内容：「簡単豪華な～酒のつまみ～」（10 月）以降計画中 

 
４．サークル育成 

目  的：・女性センター登録サークル連絡協議会及び加入サークル等の育成 
    ・市広報及びチラシ等による、サークルの周知と会員の加入促進 

年間事業：会員研修（7月 2日）、文化祭（9月 23・24 日）、 
古切手集めなどのボランティア活動等（随時） 
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